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タッチパネルは，ウェアラブル／モバイル情報端末

の中で比較的大型の表示部を備える ���やタブレッ

ト ��に適した入力インターフェイスのひとつである．

タッチパネルを用いると，表示部中の操作対象を手や

指，ペンなどで直接触れて操作できる．このようなタッ

チパネルと同様の機能をもち，頭部着用型の小型ディ

スプレイ ����� �	
� ��� �����
��に適したイン

ターフェイスとして，筆者らは，�ハンドマウス�と名

付けた入力インターフェイスを開発している．これは，

ウェアラブルカメラ，主に頭部着用カメラ ������	
�

��� �
�	
�で得られた映像中の着用者の手や指を

検出・追跡することで，その手や指にポインティング

デバイスの役割を持たせようとするものである．

ハンドマウスは，キーボードのように長時間継続し

て多くの情報を入力する目的には向いていないが，とっ

さに何かを指示したい場合や簡単な指示で十分な場合

にはとても適したインターフェイスといえる．このよ

うなインターフェイスは文献 ���ですでに述べられてい

るが，具体的な実現方法については述べられていない．

筆者らは，逐次型モンテカルロ追跡法 ���の枠組みを用

いて，動的な色モデル生成に基づく手領域と背景領域

の大まかな分離処理及び手の輪郭モデルに基づく追跡

処理を効果的に組み合わせることで，高速で安定な手

や指の検出・追跡を実現している ���．

本稿では，筆者らが開発中の視覚機能に優れたウェ

アラブルシステムである �������システム ���上に実

装されているハンドマウスインターフェイスの応用例

として，ユニバーサルリモコンの操作と実環境中の文

字情報取得の２つについて述べる．
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図 �� 見ている方向の家電を素手で操作できるユニ

バーサルリモコンシステム

図 �� ハンドマウスによるテレビ操作の例

� ユニバーサルリモコン

筆者らは，事前知識のパノラマ画像群と ���から

の入力画像とを高速に位置合わせすることで着用者の

位置と方向を推定し，同時に着用者視点に関する �次元

の注釈情報を重畳提示するパノラマベースドアノテー

ション ���と呼ばれる手法を開発している．�� 	!��!"

などの無線デバイスのみで操作対象の方向を計測する

のは一般に困難であるが，この手法を用いると，テレビ

やエアコンなどの操作対象の方向を見るだけでそれら

の仮想リモコンを ���に提示させることできる．こ

の機能とハンドマウスを組み合わせると，図 �に示す

ように，何も手に持たなくても見たものを操作できる

ユニバーサルリモコンを実現することができる．

�������システム上に実装されているユニバーサル

リモコンの動作例を図 �に示す．この例では，まず，パ
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ノラマベースドアノテーション機能により，着用者が

テレビの方向を向いたことをシステムが認識し，���

にテレビの仮想リモコンを表示している．着用者はそ

のリモコンをハンドマウスで仮想的ではあるが直接触

れることでテレビを操作している．図左は電源を入れ，

図右はボリュームを上げている様子を示している．こ

こでは，親指と人指し指が開いている状態をポインティ

ング，閉じている状態をクリックとしている．

� 実環境からの文字情報取得

ウェアラブル／モバイル情報端末にフルキーボード

を搭載することは一般に困難なため，如何に簡便に効

率よく文字情報を入力するかが問題となる．本稿では，

ハンドマウスを用いた実環境からの文字情報取得方式

を提案する．これは，既にさまざまな方式が提案され

ている小型キーボードやペンタイプのインターフェイ

スとは競合するものではなく，補完し合うものと考え

られる．本方式の概略図を図 �に示す．まず，着用者

は ���に表示されている映像から，文字を含む範囲

をハンドマウスで指定する．指定された範囲のみに文

字認識手法を適用し文字情報を取得する．得られた文

字情報は，ウェブ検索のキーとして利用できるのはも

ちろん，図 �のように，翻訳サービスや地名などに基

づくナビゲーションサービス，また，施設予約サービ

スなどに適用できる．

�������システム上に実装した文字情報収集機能の

動作例を図 �に示す．現在は，文字認識の範囲指定方

法として，ハンドマウスでドラッグして得られた矩形

領域を用いている．文字認識に使用する映像は，���

で得られたライブ映像でも，すでに蓄積されたもので

もよい．この図の例は，左手に持った本を見ながら右

手で範囲を指定しているところである．

本システムの文字認識部には，メディアドライブ社

の活字文字認識エンジンを使用している．この文字認

識エンジンは，一般の手書き文字認識エンジンと同様，

単語辞書を用いた文字認識が可能である．小型カメラ

で撮影された映像は一般に低画質であるため，このよ

うな単語情報の利用は認識率の向上に有効である．た

だし，現状では撮影の仕方や矩形領域の位置によって

は正しい認識結果が得られない場合もあり，今後の改

良が必要である．

� むすび

�������システムは無線 #�$を介したクライアン

ト／サーバシステムであり，ハンドマウス機能は，ウェ

アラブルクライアントでの画像入力，結果出力処理，

サーバでの手の追跡処理により構成されている．この

構成はフレームレートの面では有利だが遅延の面では

問題がある．現在の実装では，%&���秒の遅延があるた

め，快適に使えるようになるまでには慣れが必要であ

る．今後は，クライアントとサーバでの処理の最適配

置を決めるために，フレームレートと遅延がそれぞれ

使用感にどう影響するのかを調査する必要がある．ま

た，���と ���の組み合わせ以外にも，ハンドマ

ウスと同様の技術を適用できる応用について検討する

予定である．
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図 �� ハンドマウスを用いた文字情報取得とその

利用

図 �� 実環境からの文字情報取得の例

（左）範囲指定中（右）文字認識結果の表示
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